










日本漢字能力検定 準会場規程
この規程（以下、本規程）は、公益財団法人 日本漢字能力検定協会（以下、協会）

が主催する日本漢字能力検定（以下、検定）の「準会場」受検について、その基本的事
項を定めることにより、検定の厳正さ・公平さを保つことを目的としています。
団体責任者および実施責任者は、準会場での検定実施にかかる一切の責任を負うこと

となります。実施責任者は本規程に従い、厳正かつ公平に検定を実施してください。協
会関係者が全国より任意に選出した準会場を訪問し、実施状況などについて確認するこ
とがあります。本規程に違反した場合は、当該準会場の受検者全員を失格とします。ま
た、協会が主催するすべての検定について、準会場の認定を取り消すことや、悪質な場
合には協会が法的手段を講じることがあります。

第１章 準会場について
１．準会場の定義
・本規程における「準会場」とは、次を指します。
①学校教育法に定める学校（専修・各種学校を含む）、各省庁所轄の学校および官公庁
②前号以外の団体で、協会に準会場設置申請をして承認を得たもの

２．準会場の要件
・「準会場」として協会が認定するためには、申請団体が以下の要件を備えることを必
要とします。
①検定実施に適した会場（教室・部屋）を自ら用意できること
②団体責任者および実施責任者、その他検定受検人数に応じた監督者等を用意できる
など、検定を厳正に運営できる体制が整っていること

③団体責任者および実施責任者は成人であること（学生不可）
④本規程の遵守を誓約できること
⑤検定申込の際に、その条件である人数以上の志願者を集められること
⑥協会、志願者および保護者等、関係者からの問い合わせに対応できること
⑦その他、協会の指示・通知等を遵守できること

３．準会場の遵守義務
・「準会場」は、以下の事項を遵守する必要があります。
①本規程に従い、厳正かつ公平な検定運営を行うこと
②検定志願者募集に際しては、準会場であることを明確にし、公開会場であるとの誤
認を招かないよう努めること

４．準会場認定の取り消し
・協会は、準会場が以下の事項に該当する場合、その認定を取り消すことがあります。
①準会場より認定取り消しの申し出があったとき
②本規程に違反する行為が認められたとき
③検定料の支払いを遅滞し、督促したにも関わらずこれに応じないとき
④準会場設置申請の内容に虚偽の記載があったとき
⑤反社会的勢力との関わりが判明したとき
⑥その他、準会場実施を継続するうえで好ましくない行為と協会が判断し、改善を求
めたにも関わらずこれに応じない、もしくは改善されないとき

５．個人情報の取り扱い
・実施責任者は検定に関する個人情報については、適正に管理し、漏洩などの問題が生
じた場合には、その一切の責任を負うこととなります。

・団体受検において得た個人情報（合否結果、成績など）を利用する（合格者一覧の掲
示、合格級を内申書に記入する、検定結果を進路指導に利用する等）場合は、その利
用内容について志願者（16歳未満の場合は志願者および保護者）の同意を得なければ
なりません。

第２章 準会場実施について
１．検定日
・問題用紙、答案用紙に記載された検定日以外に実施してはなりません。いかなる例外
も認められません。

２．検定実施時間
・検定は次の時間で行ってください。２～７級：60分間、８～10級：40分間
遅刻した受検者も他の受検者と同じ時刻に終了しなければなりません｡
また、検定開始後30分（８～10級は20分）未満の途中退室者は棄権（答案は無効）と
なります。
（詳細は、「６．遅刻者と棄権者への対応」を参照）

・同一級を複数の時間帯に分けて実施することは認められません。併願者がいる場合で
あっても、同一級の受検者は、開始時刻と終了時刻を合わせてください。また、複数
会場で実施する場合も、同一級は同一時間に実施してください。

・開始時刻は以下のとおり設定してください。
＜平日と土曜日の検定＞
開始時刻は問いません。

＜日曜日の検定＞
公開会場と同一の問題を使用するため、下記の検定時間に準じて実施してください。
ただし、許容範囲内（２～７級は公開会場の検定開始時刻より前後60分間、８～10級
は前後40分間）において、開始時刻を調節することは可能です。

公開会場（日曜日）の検定時間

８，９，10級 10：00～10：40（40分） ２，７級 11：50～12：50（60分）
準２,４,６級 13：40～14：40（60分） ３，５級 15：30～16：30（60分）
例：２級は10：50～12：50の間に開始すること ８級は9：20～10：40の間に開始すること

３．受検級
・いかなる場合も、同一人物が同一検定日に同一級を重複して受検してはいけません。
受検した場合はいずれも失格とします。実施責任者は申込時に重複受検者がいないこ
とを確認してください。ただし同一回の検定であっても、検定日や級が異なる場合は
受検可能です。
例：一人の受検者が、同じ検定日に違う準会場で３級を２回受検することは認めら

れません。
・いかなる場合も、同一人物が同一検定日・同一時間に複数級を受検してはいけません｡
受検した場合はいずれも失格とします。併願者がいる場合は、級ごとに検定実施時間
を分けてください。（詳細は､「２．検定実施時間」を参照）
例：一人の受検者が、同じ検定日の同じ時間帯に３級と４級を受検することは認め

られません。
４．会場・監督の手配、準会場規程の理解
・検定の実施に適切な会場の手配をしてください。
・１教室につき1名以上の監督者を配置してください。
・実施責任者以外に監督者が必要な場合はその手配をしてください。
・監督者全員が本規程と「準会場の手引き」を熟読し、あらかじめ検定実施の流れと要
点を理解したうえで、厳正かつ公平に検定を実施してください。

・監督を含め、検定問題の受け取りから答案返送までの一連の作業に関わる方は検定を
受検することができません。

・事前に協会の承認を得た場合を除き、会場には監督者および受検者以外の入室は認め
られません。

③参考書、問題集などの閲覧
④荷物に手を触れる行為
⑤監督者の指示に従わない行為
上記の行為を行った者には注意を促し、指示に従わない場合や繰り返し行う場合は退場
させ、失格としてください。また、明らかに不正行為が認められる場合はすぐに退場さ
せ、失格としてください。なお、不正行為が検定日後に判明した場合は協会に連絡して
ください。

６．遅刻者と棄権者への対応
＜遅刻者への対応＞
・検定開始後30分（８～10級は20分）までに到着した者には、検定残り時間での受検を許
容してください。30分（８～10級は20分）経過後に到着した者は検定会場に入室させず
欠席としてください。遅刻で開始時刻が遅れた受検者も、ほかの受検者と同じ時刻に終
了させてください。

＜棄権者への対応＞
・検定開始後30分（８～10級は20分）未満の途中退室者は棄権とし、答案は無効としてく
ださい。ただし体調不良等考慮すべき点が大きい場合は棄権とせず、答案は有効とし、
退室を許可してください。再入室はできません。

７．検定料
・協会が公式WEBサイト等で公開する申込締切後の欠席者・失格者・棄権者に対する返金
や申し込みの取り消しは、入金の有無に関わらず、いかなる理由であっても行いません｡

・検定料の払い込みが確認できない場合、検定結果資料の発送やWEB合否結果の公開、次
回の検定申込ができません。

８．問題用紙と答案用紙の取り扱い
＜取り扱い・保管＞
・問題用紙、答案用紙は検定日までに受け取ってください。
・問題用紙、答案用紙、その他の送付物は到着後に枚数と内容を確認し、確認後は検定開
始まで、問題の内容（出題形式を含む）について一切漏洩が無いよう鍵のかかる場所で
厳重に保管してください。

・送付した答案用紙以外（コピーした答案用紙や他の会場番号・団体名が印字された答案
用紙など）や、他の受検者の氏名・生年月日が印字された答案用紙で解答することはで
きません。万一解答されても無効となり、採点することはできません。

・問題の漏洩防止のため、検定終了後、問題用紙は必ず回収し、検定日の翌日以降
に受検者に返却してください。

・協会の許可なく問題用紙、答案用紙を複製することはできません。
＜返送＞
・受検者全員の答案用紙がそろっていることを必ず確認し、その他返送の必要な書類とと
もに漏れなく検定日当日または遅くとも翌日中に返送してください。連絡がなく遅れた
場合、返送された答案を無効と判断することがあります。また、答案用紙を回収、返送
するまでの間、解答内容に一切手を加えてはなりません。

９．天災などの緊急時
・地震や火災などの緊急事態が発生した場合は、受検者を安全な場所へ速やかに避難させ
た後、協会に問い合わせ、指示に従ってください。

・検定日当日、休校や学級閉鎖により検定の実施が困難になった場合は、それが決定した
時点で協会に問い合わせ、指示に従ってください。

日本漢字能力検定（漢検 PBT）受検規約（抜粋版）
●受検資格
協会は、申込者、代理人、受検者または団体受検実施責任者が以下に掲げる事由に該当す
る場合、漢検の申し込みまたは受検をお断りする場合があります。
①申込内容に虚偽の記載が認められたとき
②検定料の支払いを怠った、または支払いを怠るおそれがあると協会が判断したとき
③漢検を利用して第三者の権利を侵害し、または違法行為をなすおそれがあると協会が判
断したとき

④申し込みが、漢字能力を測定するという漢検の目的から逸脱していると協会が判断した
とき

⑤反社会的勢力に属している、または関係があると認められるとき
⑥協会職員その他の関係者に対して、暴力的行為を行い、合理的範囲を超える負担
を要求し、または脅迫的言辞を用いたとき

⑦風説を流布し、または偽計もしくは威力を用いて、協会の信用を毀損または業務を妨害
したとき

⑧本規約に違反する行為があったとき
⑨その他、協会が不適当と判断したとき

●準会場受検・団体公開会場受検 留意事項
�準会場受検もしくは団体公開会場受検の場合、受検申し込みは団体受検実施責任者を通
じて行いますので、申し込みに必要な書類・検定料は、団体受検実施責任者に提出して
ください。

�準会場受検もしくは団体公開会場受検で申し込まれた受検者（または受検者の保護者等
関係者）の方からの、協会への直接のお問い合わせは承れませんので、団体受検実施責
任者へお尋ねください。

�協会が公式ウェブサイト等で公開する「準会場受検」「団体公開会場受検」の申込締切
日は、「準会場受検」「団体公開会場受検」を実施する学校等団体が協会へ申し込む際の
締切日です。申込者が団体へ申し込む際の締切日とは異なりますので、団体受検実施責
任者へお尋ねください。

�団体が、協会の定める「準会場規程」に違反した場合、検定の結果が無効になることが
あります。

●検定問題漏えいの禁止
検定問題の複製および検定問題の全部または一部を協会の許可なく他に伝え、漏えいする
ことは、一切禁止いたします（インターネット等に掲載・投稿することを含みます）。
●免責事項
�不測の事態（天災地変、感染症の流行等）が発生した場合には、受検者の安全を考慮し
て検定を中止することがあります。その場合でも検定料の返金や振り替えはできません｡
また、その場合において、協会はいかなる責任も負いません。

�前項の他に、協会が検定の中止、変更、遅滞をせざるを得ない場合、または適正な採点､
評価が行えない等の不測の事態が生じた場合、協会は、必要な措置を講じるものとします｡

�次の各号について、協会は一切責任を負いません。
①申込者（代理人を含む）および受検者（付添者を含む）間のトラブル等
②検定会場内および検定会場への往復途上における受検者（付添者を含む）の事故、体
調急変またはそのおそれ

●責任の制限
いかなる場合においても、協会が受検者に対して負う責任は、当該受検者が実際に支払っ
た検定料額を上回るものではありません。
●本規約の変更
協会は本規約を予告することなく変更することがあります。当該変更については、協会の
公式ウェブサイトまたは協会発行の各媒体に掲載された時点より効力が生じるものとします｡
https://www.kanken.or.jp/kanken/kiyaku/
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10．検定結果資料の取り扱い
・団体受検の検定結果資料はすべて申込団体へ発送します。すみやかに受け取り、受検者
全員にもれなく配付してください。

以上

５．不正行為の防止
・受検者が以下のような不正と疑わしき行為を行わないよう、厳重に監視してください｡
①検定開始前に問題用紙・答案用紙に手を触れる行為
②携帯電話・スマートフォン（スマートウォッチ含む）やその他電子機器類の使用


